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開催にあたって

平成17(2005)年 4月 1日 に、奈良市、月ヶ瀬村、

都祁村が合併することにより、奈良市の東部地域が

大きく広がりました。これにより、奈良市が扱う遺

跡の数や面積、また、発掘調査によって出土した遺

跡・遺構・遺物の数量も増加しました。

奈良市の東部地域は、中世より「東山内 襟 静

中 )」 と呼ばれ、「国中」と呼ばれる奈良盆地とは、

地理的にも、歴史的にも異なり、独自の文化を形成

してきました。合併に伴い、奈良市東部は、これま

でよりも深みのある歴史を考えることができるよう

になりました。

また、近年は、旧奈良市東部での発掘調査も多く

実施しております。それらの成果も含めて、発掘調

査で出上した奈良市東部の遺跡について、遺物やパ

ネルで紹介し、ご覧いただこうと思います。これら

を通して、文化財に対する理解が深まり、奈良市の

歴史の一端にふれていただければ幸いです。

最後になりましたが、今回の展覧会を開催するに

あたり、ご協力いただいた関係機関各位に心より感

謝申し上げます。

平成17年 H月 1日

奈良市教育委員会

教育長 中 尾 勝 二

例  言

1.この冊子は、平成17年■月1日から12月 27日 まで、

奈良市埋蔵文化財調査センターで開催する第23回

平城京展「発掘調査からみた奈良市東部の考古

学」の解説パンフレットです。

2.奈良県立橿原考古学研究所および同附属博物館

には、出品の御協力をいただきました。本書に

収録した写真・図には、上記の機関から提供を

受けたものがあります。

3.本書の編集・レイアウトは、埋蔵文化財調査セ

ンター (一部社会教育課)職員の協力のもとに、

森下浩行がおこないました。



奈良市の東部地域は、
大和高原の北西部にあたり、地形

区分では山地に分類されます。稲

や氷室跡など、東部地域の特徴的

な遺跡の存在は、山地という地形

からみられるものです。

山頂や丘陵上などには古墳や中

世の城郭が築かれますが、小河川

に沿つて、谷あいの地形が広がっ

ており、集落遺跡などは、谷あい

の平坦地 (微高地)に分布します。

↑空からみた水間地域 (北から)

中央の道路 (国道 369号線)の両

側に水間遺跡が広がつています。こ

の道を南にいくと、柚ノ川を通り、

都祁に至ります。

←空からみた柚ノ川地域 (東から)

狭い谷あいに柚ノ川イモタ遺跡は

あります。

↓空からみた都祁南之庄地域

(北から、奈良県立橿原考古学研究

所提供)

手前に三陵墓古墳群がみえていま

す。奥には都外島事、さらに奥には、
奈良市最高峰、貝ケ平山がみえてい

ます。

また、奈良市の東部地域は、伊

賀・伊勢地域を通じて、東海や近江

地域とつながっています。奈良盆地

から東へと向かう交通路となってい

たものと思われます。特に平坦地の

多い都祁地域は、奈良時代に伊賀、

伊勢とを結ぶ 「都祁山之道」が開か

れています。このように交通を考え

る上で、歴史的に重要であったこと

もこの地域の特徴です。



東 部 地 域 の 歴史は、縄 文 時 代

草創期から始まります。奈良市域では、草創期の

遺跡はみつかっていませんが、布目川流域の山添

村桐山和田遺跡などでみつかっています。

つづく早期の遺跡は、奈良市域でもみられ、柚

ノ川イモタ遺跡、別所下ノ前遺跡、水間遺跡など

があります。早期の遺跡は、この地域に多数存在

し、近畿でも有数の密集地となっています。

前期の遺跡は少ないですが、中期では水間遺跡、

柚ノ川イモタ遺跡、後・晩期では大柳生ックダ遺

跡などがあります。

↑柚ノ川イモタ遺跡出上の縄文土器

縄文時代早期前半の大川式の深鉢です。

大川式土器は、山添村の大川遺跡で見つ

かった土器です。その特徴は、尖底の深鉢

に、刻みを入れた棒状工具を回転させて文

様を付けることです。この文様を押型文と

呼んでいます。押型文のある土器は、この

ほかにも別所下ノ前遺跡から黄島式土器が

出土しています。

↑柚ノ川イモタ遺跡出上の縄文土器

船元式と呼ばれる縄文時代中期前葉の鉢です。

船元式土器は、岡山県倉敷市に所在する船元貝

塚から出土した資料を標式にしており、中部瀬戸

内地方を中心に広がっています。

↓水間遺跡出上の石器

狩猟のための道具 (石鏃、尖頭器、有茎尖頭器 )、

物を切ったり、皮をなめす道具 (削器、石匙)、 木

の実などを潰したりする道具 (磨石、石皿、旨岩)

があります。種類は豊富です。また、多くは三上

山産とみられるサヌカイ ト製ですが、水晶製やチ

ャート製のものもあります。

驚



駒 二ど生 時 代 の 東 部 地 域 は、都ネ焉地

域が中心になります。都祁東山遺跡では、前期

から中期頃の土坑がみつかっています。都祁ゼ

ニヤクボ遺跡では、前期の土器はあるものの、

遺構がみつかつていません。しかし、中期や後

期～古墳時代初頭では、多くの建物や土坑ととも

に土器や石器がみつかっています。また、都祁

ゼニヤクボ遺跡や都祁白石遺跡では、中期の

方形周溝墓もみつかつています。そのほかには、

後期～古墳時代初頭の集落跡が水間遺跡でみつ

かっています。

↑都祁ゼニヤクボ遺跡 (第 1次 調査 )

の集落跡 (西から、奈良県立橿原考古

学研究所提供)

弥生時代中期と後期から古墳時代初

頭の集落跡です。建物の多くが竪穴式

であり、後期の平面方形の建物では、

一辺が8mく らいのものから3mく らい

のものまであります。

多 くの土器のほか、鉄鏃、石鏃、

紡錘車、石包丁 (稲穂を摘む道具 )、

砥石が出上しています。

都祁ゼニヤクボ遺跡 (第 1・ 2次

調査)の建物跡 ↑→

(奈良県立橿原考古学研究所提供)

上の写真は中期の建物 (竪穴住

居)跡で、右の写真は後期から古

墳時代初頭の建物 (竪穴住居)跡
です。中期の建物は、平面が円形

ですが、後期から古墳時代初頭の

建物は、平面が方形です。中・後

期の建物どちらにも中央には、炉

の跡がみられます。
鴇
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点 I:■

都祁東 山遺跡の上坑→

(F衛 虐耳から)

浅い土坑で、深さ20c‖

ほど残っていました。堅

穴式の建物 (堅ダ(住居 )

跡の可能性 もあ ります。

弥生時代前期末～中刺初

頭の上器と石器が出 liし

ています。
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方 形 周 溝 墓 は、弥生 H寺代に特徴的

な来の形態で、木棺などのJJ±葬施設の周

りに活を平両方形に掘 り、 ll葬施設を同

ll lか ら区 rlllし ます。同満には、一部が途

切オ1る ものもあり、途切れた部分が埋井

施設への陸橋 (通路)と なっている場合

もあります c

束部地域では、都祁ゼニヤクボ追跡や

都ネ
`白
石造跡でいくつかみつかっていま

すが、令体のわかるものはわずかで、l lj

井施設はまだみつかっていません。

←都祁ゼニヤクボ遺跡 (第 4次調査 )

の方形周溝墓 (菊から)

方形周滞墓の同滞の一部です。この方形同満来は、

ほぼ全形のわかる数少ない例ですが、埋葬施設はみ

つかっていません。

同溝を含めて束西 1 2al、 「竹北 161nの 大きさです。

同満の幅は、広いところで2m、 隅の部分では l rllに

イitた ないところがあります。同溝から弥生時代中列]

の に器と石器が出上 しました。

↓都祁ゼニヤクボ遺跡 (第 5次調査)出上の弥生土器
方形周満墓の同満から出上 した弥生時代中期のこです。

波状 1文や 1亡i線文などで装飾 されてお り、口縁部の内側に

貼 り付けられた棒状の浮文は、近イ|:や 束海地域などの影

響を考えさせるものです。
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古「 〕貢 時代の東部地域は、前期の
古墳が発見されておらず、前期の集落も中期にく

らべて多くありません。前期の古墳文化は、あま

り活気のあるものではありません。

ところが、中期になりますと、前方後円墳 (都

祁三陵墓東古墳)が出現し、中小の多くの古墳が

造られるようになります。集落も後期まで続く遺

跡がみられます。また、この頃から祭祀遺跡もみ

られるようになります。

水 の 祭 りが行われたとみられる

遺跡が3箇所あります。水間遺跡、阪

原阪戸遺跡、大柳生宮ノ前遺跡です。

いずれも谷あいに向かう丘陵斜面に

つくられ、湧水点や導水施設がみつ

かりました。

東部地域では、古墳時代中期より、

小地域ごとにこうした祭祀場を設け

たものと思われます。

また、3箇所とも奈良 。平安時代に

も続けて祭りを行っています。

↑水間遺跡の湧水施設跡

石見型木製品と須恵器の高杯などが出土しまし

た。石見型木製品は権力者が儀式に使用した杖を

模したともいわれており、それを堰板に利用した

と考えられます。

←阪原阪戸遺跡の石組枡

(奈良県立橿原考古学研究所提供)

湧水は、溝、木樋によって、石組枡へ導かれま

す。枡内には、砂と川原石が入つており、水をき

れいにするろ過の機能がみられます。

↓大柳生宮ノ前遺跡の導水施設跡

(奈良県立橿原考古学研究所提供)

小河川の中洲に導水施設があります。

溢れ出た清らかな水は、木樋を通つて、

の深い奢J込部に一時的に溜まります。

堰板から

その中央



中 期 古 墳 の 時 代 になりますと、都祁

地域を中心に古墳の築造が盛んになります。

なかでも都祁三陵墓古墳群が卓越してお

り、前方後円墳や大型の円墳があります。

権力のある豪族が都祁の地域に生まれたの

でしょう。

また、中小の古墳は、小地域ごとにみら

れます。大柳生森本古墳や、水間遺跡で2基、

横田矢田野遺跡で4基がみつかっていま現

方墳が多いのが特徴です。 1謀
|
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←整備後の都祁三陵墓西古墳

(耳ヒから)

直径40mの大型円墳で坑 周

濠や段はありませんでしたが、

墳丘の頂には円筒埴輪列、頂

と斜面には、葺石がありまし

た。

整備後の都祁三陵墓東古墳→

Φ町から)

全長110mの前方後円墳です。

後円部は3段に造られ、それぞれ

の段に埴輪列がみられます。ま

た、墳丘斜面には葺石がありま

す。



←都祁三陵墓西古墳の埋葬施設

(北から、奈良県立橿原考古学研究所提供)

割竹形木棺と箱形木棺の2つの埋葬施設が

並んでみつかりました。割竹形木棺は、最

初の埋葬施設であり、墳丘の中心にあり、

規模も大きく、粘土で被われていました。

箱形木棺は後から葬られました。副葬品に

は、玉や櫛などの装身具、鉄剣・鉄鏃など

の武器、鎌・攀などの農工具があります。

鉄製品が多いことが特徴です。

古 墳 時 代 の 集 落 をみますと、

前期は、大柳生中殿東遺跡などで小

規模なものがみられますが、多くあ

りません。

中期になりますと、遺跡の数も増

え、また、大規模な集落があらわれ

ます。都祁中荻遺跡、横田矢田野遺

跡、落:荷遺跡、都祁白石遺跡などで

す。こうした集落の多くは、後期ま

で続きます。

↑水間1号墳の周溝から出上した土器

須恵器2点 と土師器2点が出土しました。1

号墳は、一辺約7mの方墳で、周溝が残つて

いました。埋葬施設は、2号墳と同様の割竹

形木棺でした。

←水間2号墳の埋葬施設 (東から)

丸太を割り貫いて作った割竹形木棺を埋

納した墓穴が残っていましたが、墳丘は残

っていませんでした。棺の中には、鉄剣、

鉄鏃、鉄斧などの鉄製武器や農工具が副葬

されていました。

↓都祁中荻遺跡の建物 (竪穴住居)跡

(南東から、奈良県立橿原考古学研究所提供)

平面が方形の建物 (竪穴住居)です。建

物の北辺には、寵の跡がみられます。後期。



後 期 古 墳 の 時 代 になります

と、東郡地域には、前方後円墳や大

型の円墳はなくなり、小規模な古墳

(円墳)を一定の区画に集めて築造す

る群賓営の時代になります。特に都
祁や大柳生の地域では、たくさんの

群集墳がみられます。

埋葬施設は、中期にみられたよう

な木棺を埋めたものも残 りますが、

しだいに横穴式石室へとかわってい

きます。

↑大柳生水木古墳の墳丘と石積

(東から、奈良県立橿原考古学研究所提供)

墳丘の裾に沿って石積がみられます。こ

の石積は、墳丘の内外を区画し、盛土が崩

れないようにと築かれています。また、そ

の外側には、3つの穴が並んでみつかりまし

た (写真中央付近)。 おそらく、儀礼か祭祀

の際に木柱を立てたものと思われます。6世

紀後半。

↑北村宮山4号墳の埋葬施設 (北から)

木棺を墳丘頂部に直接埋葬していました。

棺内からは管玉と紡錘車が、棺外の小日か

らは須恵器と土師器がまとまって出土しま

した。6世紀前半。

↓都祁シン トク1号墳の埋葬施設

(東から、奈良県立橿原考古学研究所提供)

横六式石室内に箱式石棺がありました。横

穴式石室は、入口を開閉することができる

ので、後からも埋葬すること (追罪)が容

易になりました。石棺だけでなく、木棺も

埋葬していた可能性もあります。6世紀末。
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↑北村宮山4号墳出上の土師器・須恵器

墳丘の盛土や表土からも須恵器が出土しま

した。埋葬する前にもあるいは後にも、墳丘

の上で儀礼か祭祀が行われたものと思われま

す。

↓都祁シン トク1号墳出上の須恵器

(奈良県立橿原考古学研究所提供)

器体が球形で、フラスコ形長頸瓶 と呼ば

れています。東海地方で焼かれたものと思わ

れます。石室の入口を閉める際にほかの上器

と一緒に儀礼に使われたようです。東海地方

との交流がわかる遺物です。

↑大柳生競馬道1号墳の横穴式石室 (南から)

入日から玄室の奥壁をみたところです。発掘調

査は行われていませんが、石室の石材や積み方か

らみて、東部地域では今のところ、最古と考えら

れる横穴式石室です。宮山鍔 墳とあまりかわらな

い時期に築造されたものと思われます。

奈良市域の盆地部ではあまりみられない横穴式

石室の古墳が多いのも東部地域の特徴です。

↓大柳生フシヨジ1号 墳 (南から)

飛鳥時代 (7世紀)の小方墳です。追葬も不可能

と思われる非常に小さな石室です。東郡地域では

今のところ、最も新しいと考えられる横六式石室

です。

なお、飛鳥時代の集落跡などは、同じ大柳生の

水木遺跡や水間遺跡でみつかっています。



奈良 。平安時代(古代)
の東部地域の特徴は、稲と永蟹の存在です。
柚に関連するとみられる遺跡は、水間遺跡、

月ヶ瀬尾山代遺跡のほか、山添村大西塚

'米

遺

跡があります。氷室跡は、都祁吐山トノニシ遺

跡、都祁ゼニヤクボ遺跡でみつかっています。

また、この地域は、奈良時代の火葬墓 。蔵骨

器が多くみられ、墓誌が出土したものには、田

僚の契妥貴泊墓、都祁のふ磐雪妥貴穐墓があり
ます。

柚 では、山林の木材を伐採し、加

工して、平城官や寺院へ搬出する仕事

をしていました。

水間遺跡で出土した多量の木屑 (手

斧の削り屑)や木製品の未製品は、木

材生産 。加工が行われていた証拠で

す。

また、柚には、役所 (山作所)が置

かれており、水間遺跡で見つかつた掘

立柱建物群は、役所に関連した施設で

ある可能性があります。

↑水間遺跡出上の掘立柱建物跡 (南東から)

総柱建物が4棟あります。うち、3棟は南北

方向に並び建っています。

←水間遺跡出上の建物跡 (西から)

平面方形の竪六式です。東辺に土器

を利用した宅がみられます。東西 1。9m、

南北2.5mで、一般の住居としては小さ

く、煮炊き専用の建物とみられます。

↓発掘された月ヶ瀬尾山代遺跡

(南から、奈良県立橿原考古学研究所提供)

柚では、鉄製品の製作も行われていました。

尾山代遺跡は、その作業が行われていたと思わ

れる遺物 (ふいごの羽口や鉄滓など)が出土し
ています。

現在は、奈良県が史跡に指定し、整備した公

園になっています。

10



平 城 京 の 葬 地 は、当時の墓の

分布からみて、京の北、西、東の三

方の丘陵や山地、南方の河川敷など

に設けられていたようです。東方の

葬地が奈良市東部地域に当たります。

この地域は、田原の太安高侶墓、都

祁の小治田安高侶墓の存在からみて、

平城京の官人の葬地であったと考え

られています。

↑太安萬侶墓の墓坑と木炭棒「

(南から、奈良県立橿原考古学研究所提供)

火葬骨を納めた木櫃を安置した後、湿気

を避けるための木炭で全面を覆つています。

現在は、国の史跡に指定され、整備を行

い、公園になっています。

←太安萬侶墓の墓誌

(国 (文化庁)保管、奈良県立橿原考古学研究所附属博物館提供)

木櫃の下から出土しました。青銅製の短冊形で、銘文

から平城京の左京四条四坊 (現在のJR奈良駅の西側あた

り)に住んでいたことがわかります。

↓都祁吐山 トノニシ遺跡出上の氷室跡 (北から)

直径約5m、 深さ3mの括鉢形の上坑 (穴)は、氷
室跡とみられます。底には直径90cm程の小穴があり

ます。

水 室は、氷を夏まで貯蔵し

ておくための施設です。都祁

の氷室についての古い記載は、

『凸紫誓鳥』にみることができ、
氷室の形態や用途がわか りま

す。また、平安時代の『延喜

式』には、大和の氷室は、都

祁に1箇所あることが記されて

います。

平城京の発掘調査では、長

屋王邸宅跡で、都祁の氷室に

関わる木簡が出土しています。

1熱



中 世 倅 安末・縮 D室聯 的
の 東 部 地 域 は、「賞諧偽」と呼ばれていま

した。時代が戦乱の世であることを映しだすよ

うに、高所には、城郭跡がみつかっており、ま

た平坦地 (微高地)や低い丘陵上には、集落跡

や屋敷跡がみつかつています。当時の文献など

からみて、集落跡や屋敷跡のなかには、荘園関

係の遺跡も含まれているものと思われます。

また、藤尾城跡や水間遺跡の丘陵上には、当

時の墓とみられる遺構がみつかっています。

中 世 の 城 郭 は、自然の山を利用し

て、有力者たちが自分の土地を守るため

に防御の拠点として築きました。

東部地域にある城郭の数は約40城を数

えますが、発掘調査したものは、月ヶ瀬

の石打城、狭川の藤尾城、都祁の小山

戸城のみです。

石打城や藤尾城が高所にあるのに対し

て、小山戸城は丘陵端の比較的低いとこ

ろにあります。小山戸城は、もともと有

力者の屋敷地であったところを戦乱にあ

わせて、城に改変したようです。

↑別所辻堂遺跡の屋敷を区画する石垣 (北から)

室町時代の石垣2列がほぼ平行してみつかりました。

屋敷地を2段 に造成しています。下壇の石垣は、屋敷地

を区画するものと思われます。

←空からみた藤尾城跡 (南東から)

尾根を利用して戦国時代の城郭が築かれてい

ます。5つ の曲輪が1列に並ぶことから、たくさ

んの兵を収容することが可能な軍事的性格の強

い城郭と考えられています。

↓藤尾城跡の土塁と堀 (南西から)

曲輸の南側を防御する施設です。堀の断面はV

字形で、土塁上面からの深さは、最大で3.4mあ

りました。土塁の上にはさらに盛土があったも

のと思われます。
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中 世 の 集 落 や 屋 敷 跡などは、

谷あいの平坦地 (微高地)でみられま

す。有荷遺跡や別所下ノ前遺跡では、

掘立柱建物跡がみつかっています。水

間遺跡や別所辻堂遺跡では、屋敷地を

区画する溝や石垣がみつかっています。

阪原門前遺跡では、埋められた谷や井

戸跡がみつかっており、近くに屋敷や

寺院が想定されます。

また、水問遺跡では、祭祀跡かとも

みられる石積遺構がみつかっています。

中 世 の 埋 葬方法には、火葬と土

葬があります。

火葬は、奈毘に付された骨を拾い、

蔵骨器におさめて埋葬するのが一般的

です。

土葬は、棺を使用した場合とそのま

ま埋葬した場合とがあります。棺を用

いず、そのまま埋葬したものを土坑墓

といいます。

丘の上に数百もの集団墓地をつくる

こともありますが、奈良市東部地域で

は、みつかつていません。

↑水間遺跡の祭祀跡とみられる遺構 (東から)

小さな谷あいから石積の遺構がみつかりました。

石は乱雑に積み上げられており、周囲からは平安

時代末の多くの瓦器椀がまとまって出土しました。

墓である可能性もあります。

←水間遺跡の墓とみられる石積 (北から)

火葬骨をおさめたとみられる石積遺構 8基 (鎌倉

時代～室町時代)の 内のひとつです。蔵骨器は残

っていませんでしたが、骨を入れた有機質の袋か

容器のまわりに石を積んで埋めたものと思われま

す。積石には、火を受けた痕跡がみられます。

↓藤尾城跡南西でみつかつた上坑墓 (西から)

丘陵上で1基のみがみつかりました (写真中央のく

ばみ)。 棺を用いずにそのまま埋葬したようです。

平安時代末の瓦器椀1個と中国産の白磁椀2個、鉄製

の小刀1本を副葬していました。




